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陽子・陽子衝突型加速器である。2011-2012年のRun-1実験では重心系エネルギー 7 ∼ 8 TeV
での陽子・陽子衝突を行った。2013-2014年のエネルギー増強のための改良を経て，2015年
からのRun-2実験では，重心系エネルギー 13 TeVで衝突実験を続けている。図 1にATLAS
実験で取得したデータ量を，年ごとに示す。Run-2実験では，2015年に 3.7 fb−1，2016年











が確認された。また，ヒッグス粒子が弱ゲージボソン対に崩壊するH → ZZ∗，H →WW ∗
の崩壊モードおよび，トップクォークのループ・ダイアグラムが寄与するH → γγ 崩壊が，
5σを超える有意度で観測された。とくに，H → ZZ∗ → 4ℓとH → γγ の崩壊チャンネル
は，バックグラウンドを抑えながら崩壊粒子をすべて検出できるため，ヒッグス粒子の精密
測定に使いやすい。2017年にこれら２崩壊チャンネルを解析した質量測定結果を図 2に示
す。ヒッグス粒子の質量は 124.97± 0.28 GeV/c2と測定された。ATLAS実験単独でのこの





た。ヒッグス粒子の生成断面積とH → ZZ∗崩壊分岐比の積が標準理論予言値が1.34±0.09 pb
のところ，1.73+0.24−0.23(stat.)+0.10−0.08(exp.)± 0.04(th.) pb と測定されたほか，図 3に示すように，
Run-1では全解析チャンネルを複合することで行っていたヒッグス粒子の結合に関するフィッ
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図 3: H → ZZ∗ → 4ℓ事象の解析結果から得られた ggF と VBF生成過程の生成断面積と H → ZZ 崩壊分
岐比の積 σggF ·B と σV BF ·B(左)，およびヒッグス粒子のベクトル・ボソンとフェルミオンに対する結合の強
さの測定結果を標準理論予言値で規格化した値 κV と κF (右)に対する制約。
(2) ヒッグス粒子のクォーク対への崩壊モードの観測












号の兆候を観測した。標準理論の予言値で規格化したWH および ZH 過程の生成断面積の
測定結果と，2つのボトムクォークの不変質量を図 4に示す。
図 4: (左)WH および ZH 過程の生成断面積の測定結果。(右)事象内の２つのボトムクォークの不変質量の






























た。LHC Run 1では，H → J/ψγ チャンネルを用いて探索が行われたが，Run 2では，
新たにチャームクォーク由来のジェットを同定する，c-taggingが開発され，LHCで初めて
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度で，Z ボソンのレプトン崩壊を用いたチャンネル (図 7(左))で，67% (期待感度 39%)以
下であり，Z/W ボソンのハドロン崩壊を用いたチャンネル (図 7(右))では，83% (期待感
度 58%)であった。どちらのチャンネルでも，Run-1での期待感度を超えるに至った。最も
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図 7: ATLAS実験の Run-2のデータを用いた，Z ボソン随伴生成過程でのレプトン崩壊事象 (左) ，および






象の探索を行った。その際には，Z ボソンの崩壊モードに対応して，4ℓ, ℓℓνν, ℓℓqq, ννqq,
4q (ℓ: 電子又はミューオン，ν: ニュートリノ，q: クォーク) というように多様なチャンネ
ルについて，探索を行った。4ℓでは，不変質量が 250 GeVと 700 GeV付近で，3σを超え
る超過が観測されたが (図 8)，ℓℓνν チャンネルでは整合する超過は見られなかった。両チャ
ンネルを合わせた結果，現時点で，質量域 200 GeVから 2.0 TeVにかけて，標準理論から
の有意な逸脱は，観測されなかった (図 8)。ℓℓνν チャンネルでは，bulk Randall-Sundrum
Graviton について，κ/MPl = 1.0の条件下で，1.3 TeVの質量域を，95%の信頼度で棄却
し，昨年度を超える結果を得た。
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図 8: 4ℓチャンネルにおける不変質量分布（左）と 4ℓと ℓℓνν チャンネルを合わせて得られた重いヒッグス粒
子の生成断面積及び崩壊分岐比への制限（右）。
子の探索が行われ，Heavy Vector Tripletモデルにおいて，ベクターボソンとの結合 gV が
3の場合に，3 TeVを超える質量域が 95%の信頼度で棄却された (図 9)。
 [TeV]W’m





















ATLAS Preliminary 95% C.L. exclusion limits
-1
 = 13 TeV, 36.1 fbs
=3
v







































DM Simplified Model Exclusions Preliminary July 2017ATLAS 
 = 1
DM
 = 0, g
l
 = 0.25, g
q
g
Vector mediator, Dirac DM













Phys. Rev. D. 91 052007 (2015)
-1

















 = 13 TeV, 15.5 fbs
Dijet + ISR
γ+missTE
Eur. Phys. J. C 77 (2017) 393
-1



































































-1s = 13 TeV, 3.2 fb
ATLAS
-1
 = 13 TeV, 36.1 fbs
, Dll limits at 95% CLmissTh(bb) + EZ’-2HDM
 = 100 GeVχ = 0.8, mZ = 1, gβtan
 = 300 GeV±H = mHm
図 10: Simplified modelsにおける媒介粒子と暗黒物質の質量域に対する制限 (左)と，Z′-2HDMモデルに対
する mono-H(→ bb)チャンネルから得られた棄却域 (右)。
【3】 HL-LHCに用いるp型シリコン検出器の開発
LHC加速器は，継続して最大限の物理成果を生み出すために，2026年から当初設計値を
超え 3000 fb−1のデータ量をめざす高輝度 LHC (HL-LHC)加速器に増強される。放射線レ
ベルも現在の検出器設計を超え，また，粒子数密度も増大する。ATLASは 2016-17年に内
部飛跡検出器の技術設計書をまとめ，衝突点に近い内側５層には電極サイズが 50 × 50 µm



















エンドキャップ用の最初の実機（R0）を試作し，東北大学 CYRICの 70 MeV陽子ビー
ムにより照射し，その評価を行った。図 11（右）は電荷収集量の放射線による劣化の様子












ピクセル検出器は現行の ATLAS読み出しチップである FE-I4の仕様 (ピクセルサイズ
50×250 µm)のため，2016年度までは，ピクセルサイズを非対称にして部分的に50×50 µmを
実現して評価してきた。2017年度は新しく開発されたFE65読出しチップを用いて50 ×50 µm



































別の LGADの時間分解能を評価した。図 13右には，一例として２つの LGAD間の時間差
分布を示す。このような分布から評価できる時間分解能を，時間測定の閾値電圧と信号ピー
ク電圧の比 f の関数としてまとめた。室温でも 35 ps，8℃では 30 psを切る優れた分解能
を得た。
-39-





















会で発表した。また，ピクセルサイズ 8 µmの FPIX2で昨年度に達成した，世界で初めて
半導体検出器で 1µm切る成果は，解析方法を改良し，最終的に 0.65µmを得た。国際学会
で発表し，大きな反響を受けた。
























験し，2017年度は時間分解能を SOFISTv2（センサー厚 70 µm)を用いて評価した。FNAL
でのビーム試験では SOFISTv2を 3台，飛跡再構成用に大面積の INTPIX4を 4台配置し，
120GeV陽子を通過させた。図 15左はセットアップの様子と INTPIX4サイズの情報を示











図 15: （左）FNAL でのビーム試験セットアップの配置と飛跡再構成に用いた INTPIX4 のセンサー部。



















図 17: ハフニウム (Hf) を用いた超伝
導トンネル接合素子の I-Vカーブ。左は，













に要求される光検出器は，波長 50 µm (エネルギー 25 meV) の光子をエネルギー分解能 2%
以下の精度で一光子ずつ測定可能な性能である。我々のグループでは，観測ロケット実験で
使用予定のニオブ (超伝導ギャップエネルギー ∆ = 1.55 meV, Tc = 9.23 K)とアルミニウ
-42-
ム (∆ = 0.172 meV, Tc = 1.20 K) を準粒子トラップ層として用いた超伝導トンネル接合素
子 Nb/Al-STJ (Superconducting Tunnel Junction ) や，更に衛星実験での使用を念頭に置






KEK，JAXA，静岡大等との共同研究によるFD-SOI (Fully Depleted Silicon On Insulator)
プロセスによる極低温増幅器の開発を行っている。産総研の超伝導デバイス作製施設である
CRAVITY で作製されたNb/Al-STJ 素子は，低漏れ電流性能をほぼ達成している。極低温












による SIS構造の作製に成功してジョセフソン電流を確認した (図 17左)。また，2012年度
にはHf-STJ試作サンプルでの可視域連続光入射に対する応答（トンネル電流増加）を確認
した。昨年度の成果としては，Hf成膜の際，応力が最小になる条件ではなく表面粗さが小
さくなる成膜条件 (表面粗さRMS=2.5 nm) を使用して Hf-STJ を作製し漏れ電流密度を従
来の値から大幅な改善に成功し，温度 T=140 mK，200 µm角のHf-STJ において漏れ電流
























が実現可能である。CANDLESは岐阜県神岡の地下 1000 mに約 300 kgのCaF2シンチレー












を選んだ場合、すべてのカットかけた後、Q値領域（4,170 - 4,480 keV）で残ったのは 0事
象であった。この結果から 48Caの 2重ベータ崩壊に対する半減期の下限値を求めたところ、





























図 21: CaI2結晶を作成するのに用いたブリッジマン育成炉の概念図（左）と、作成した CaI2 結晶、CaBr2
結晶、CaCl2 結晶の写真（右）。
3種類の結晶のうち、CaI2でNaI(Tl)の 2.7倍、CaF2と比べると約 10倍となる 107,000





















図 22: CaI2結晶に 137Csの 662 keVガンマ線を当てた時の発光量分布（左）。赤が CaI2、黒が NaI(Tl)で
あり、ピークの位置から 2.7倍の発光量であることが確認された。CaI2 の光電ピークの左にある小さいピーク






























12,090千円（直接経費 9,300千円，間接経費 2,790千円） (2017年度)
2. 科学研究費　挑戦的萌芽研究「半導体 SOI回路と超伝導検出器 STJの融合による革
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10. 武政健一：COBAND実験に用いるHf-STJの開発研究，
超伝導エレクトロニクス研究会 (SCE)（2017年 10月 4–5日），東北大学片平キャン
パス．
11. 若狭玲那：COBAND実験に向けた極低温増幅器の研究開発，
超伝導エレクトロニクス研究会 (SCE)（2017年 10月 4–5日），東北大学片平キャン
パス．
12. 飯田崇史：CaI2シンチレータの開発，






14. 金信弘：Introduction to Development of Superconducting Infrared Photon Detector
for Cosmic Background Neutrino Decay Search,
新学術領域研究「ニュートリノフロンティア」研究会 2017（2017年 12月 11–13日），
滋賀県大津市琵琶湖グランドホテル．
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15. 武内勇司：Development of Far-infrared Spectrophotometers based on Superconduct-
ing Tunnel Junction (STJ) for COBAND Experiment,
新学術領域研究「ニュートリノフロンティア」研究会 2017（2017年 12月 11–13日），
滋賀県大津市琵琶湖グランドホテル．
16. 武内勇司：Feasibility of sub-GeV mass dark matter search using STJ detector for
COBAND experiment,
新学術領域研究「ニュートリノフロンティア」研究会 2017（2017年 12月 11–13日），
滋賀県大津市琵琶湖グランドホテル．　（ポスター発表）
17. 武政健一：R&D status of Hf-STJ,
新学術領域研究「ニュートリノフロンティア」研究会 2017（2017年 12月 11–13日），
滋賀県大津市琵琶湖グランドホテル．
18. 若狭玲那：Development of cryogenic SOI amplifier for COBAND experiment,
新学術領域研究「ニュートリノフロンティア」研究会 2017（2017年 12月 11–13日），
滋賀県大津市琵琶湖グランドホテル．
19. 浅野千紗：Single Photon Detection by Nb/Al-STJ with Cryogenic SOI Amplifier for
COBAND experiment,
新学術領域研究「ニュートリノフロンティア」研究会 2017（2017年 12月 11–13日），
滋賀県大津市琵琶湖グランドホテル．　（ポスター発表）
20. 原和彦：ITK Strip Detector，
ATLAS日本シリコンワークショップ（2017年 12月 20－ 21日），大阪大学.　
21. 飯田崇史：チュートリアル講演：シンチレータの原理と応用例，












日本物理学会第 73回年次大会（2018年 3月 22–25日），東京理科大学野田キャンパス．
26. 内山和貴：ATLAS検出器アップグレードに向けたピクセル検出器の性能評価，
日本物理学会第 73回年次大会（2018年 3月 22–25日），東京理科大学野田キャンパス．
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27. 本多俊介：LHC-ATLAS実験Run2におけるH → bb¯崩壊過程でのヒッグス粒子 tt¯H
生成過程探索結果，
日本物理学会第 73回年次大会（2018年 3月 22–25日），東京理科大学野田キャンパス．
28. 大鳴匡至：内部増幅機能つき半導体検出器 (LGAD)の中性子照射損傷の評価，
日本物理学会第 73回年次大会（2018年 3月 22–25日），東京理科大学野田キャンパス．
29. 和田冴：内部増幅機能付き検出器 (LGAD)の基礎特性評価，
日本物理学会第 73回年次大会（2018年 3月 22–25日），東京理科大学野田キャンパス．
30. 若狭玲那：COBAND実験のための SOI-STJの研究開発VI,
日本物理学会第 73回年次大会（2018年 3月 22–25日），東京理科大学野田キャンパス．
31. 笠島誠嘉：COBAND実験極低温増幅器開発に向けた FD-SOI FET 極低温特性の測
定,
日本物理学会第 73回年次大会（2018年 3月 22–25日），東京理科大学野田キャンパス．
32. 武政健一：COBAND実験のためのHf-STJの研究開発 III,
日本物理学会第 73回年次大会（2018年 3月 22–25日），東京理科大学野田キャンパス．
(4) 国際会議・研究会での口頭発表
1. H. Okawa, “Search for Dark Matter in Events with a Single Boson and Missing
Transverse Momentum using the ATLAS Detector”,
An Alpine LHC Physics Summit (ALPS) 2017, April 17 – 22, 2017, Tirol, Austria.
(招待講演）
2. K. Sato, “Search for neutral and charged BSM Higgs Bosons with the ATLAS de-
tector”,
Phenomenology 2017 Symposium, May 5 – 8, 2017, Pittsburgh, USA. (招待講演）
3. S. Honda, “Measurement of cross sections and couplings of the Higgs Boson using
the ATLAS detector”,
QCD17, 20th High-Energy Physics International Conference in Quantum Chromo-
dynamics, July 3 – 7, 2017, Montpellier, France. (招待講演）
4. S. Honda, “Search for the Standard Model Higgs boson produced in association with
top quarks and decaying into bb¯ in the ATLAS detector”,
3rd International Conference on Particle Physics and Astrophysics, October 2 – 5,
2017, Moscow, Russia. (招待講演）
5. H. Okawa, “Latest LHC Results & Prospects on Measurements & Searches in the
Higgs Sector”,
20th New Higgs Working Group Meeting, August 18 – 19, 2017, Osaka, Japan. (招
待講演）
6. H. Okawa, “Highlights of LHC Higgs Results, Related Searches & Prospects for
Future”,
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21st New Higgs Working Group Meeting, December 22 – 23, 2017, Osaka, Japan.
(招待講演）
7. K. Hara, “Fine Pixel Detector FPIX Developed Based on SOI Technology”,
Technology and Instrumentation in Particle Physics 2017 (TIPP 2017), May 22 –
26, 2017, Beijing, China.
8. S.H. Kim et al., “Development of Superconducting Tunnel Junction Photon Detec-
tors with Cryogenic Preamplifier for COBAND experiment”,
Technology and Instrumentation in Particle Physics 2017 (TIPP 2017), May 22 –
26, 2017, Beijing, China.
9. Y.Takeuchi et al., “Development of STJ with FD-SOI cryogenic amplifier as a far-
infrared single photon detector for COBAND experiment”,
17th International Workshop on Low Temperature Detectors (LTD-17), July 17 –
21, 2017, Fukuoka, Japan.
10. K. Hara, “Recent Development of Silicon-on-Insulator Pixel Devices”, VERTEX2017,
September 10 – 15, 2017, Les Caldas, Spain. 　 (招待講演)
11. S. B. Kim, “New Results from RENO”,
Tsukuba Global ScienceWeek 2017 (TGSW2017), September 25 – 27, 2017, EPOCHAL
Tsukuba, Tsukuba-shi, Japan. (招待講演）
12. T. Iida, “COBAND Project for Cosmic Background Neutrino Decay Search and
Rocket Experiment Design”,
Tsukuba Global ScienceWeek 2017 (TGSW2017), September 25 – 27, 2017, EPOCHAL
Tsukuba, Tsukuba-shi, Japan. (招待講演）
13. K. Takemasa, “Status of Photo-Detector Development Based on STJs for COBAND
Project”,
Tsukuba Global ScienceWeek 2017 (TGSW2017), September 25 – 27, 2017, EPOCHAL
Tsukuba, Tsukuba-shi, Japan. (招待講演）
14. H. Okawa, “Highlights from the ATLAS Experiment”,
Tsukuba Global ScienceWeek 2017 (TGSW2017), September 25 – 27, 2017, EPOCHAL
Tsukuba, Tsukuba-shi, Japan. (招待講演）
15. Y. Takeuchi, “Superconducting Tunnel Junction Detectors”,
18th International Workshop on Next generation Nucleon Decay and Neutrino De-
tectors (NNN17), October 26 – 28, 2017, University of Warwick, Coventry, UK. (招
待講演）
16. K. Takemasa et al., “Development of Superconducting Tunnel Junction Detector
and Cold Amplifier for COBAND experiment”,
International Workshop on Superconducting Sensors & Detectors (IWSSD2016),
Nov. 14 – 16, 2016, AIST Tsukuba Campus, Tsukuba-shi, Japan
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17. S. H. Kim et al., “Cosmic Background Neutrino Decay Search - COBAND experi-
ment”,
Unification and Development of the Neutrino Science Frontier, March 5 – 6, 2018,
Kyoto University, Kyoto, Japan. (招待講演）
18. Y. Takeuchi, “Division of Elementary Particles”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan. (招待講演）
19. K. Hara, “Division for Development of Photon and Particle Detectors”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan. (招待講演）
20. S. B. Kim, “Reactor Neutrino Physics and Prospect”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan. (招待講演）
21. Y. Takeuchi, “Introduction to COBAND project”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan.
22. A. Kasajima, “ Measurements of SOI FETs at Cryogenic Temperature”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan.
23. C. Asano, “R&D Status of Nb/Al-STJ with Cryogenic SOI amplifier for COBAND”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan.
24. K. Takemasa, “R&D Status of Hf-STJ for COBAND”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan.
25. T. Yoshida, “R&D Status of FIR source for STJ calibration for COBAND”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan.
26. J. Suzuki, “Development of ATLAS Pixel Detectors for the HL-LHC”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan.
27. R. Wakasa, “R&D of quantum photo-sensor based on superconductor with cryo-SOI
readout”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan.
28. S. Wada, “Low-Gain Avalanche Detector (LGAD) for 4D Tracking”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan.
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29. K. Hara, “Silicon-on-Insulator (SOI) Pixel Detector”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan.
30. K. Sato, “Standard Model measurements at the ATLAS experiment”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan.
31. H. Okawa, “Searches for physics beyond the Standard Model at the ATLAS experi-
ment”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan.
32. S. Honda, “Search for the Higgs boson produced in association with top quarks and
decaying into bottom quarks with the ATLAS detector”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan.
33. M. Hagihara, “Search for charged Higgs bosons decaying into top and bottom quarks
in pp collisions at 13 TeV with the ATLAS detector”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan.
34. Y. Ikegami, “Status of the ATLAS inner tracker for the Phase II upgrade”,
Inaugural Symposium, Tomonaga Center for the History of the Universe, March 26
– 27, 2018, Tsukuba, Japan.
35. H. Okawa, “Unveiling the Higgs & Dark Sectors at the LHC”,
Seminar at the University of Science and Technology of China, Hefei, China, January
11, 2018.
36. S. H. Kim, “Cosmic Background Neutrino Decay Search - COBAND Experiment -”,
NAPP Seminar, April 28, 2017, Seoul National University, Seoul, Korea.
37. S. H. Kim, “Cosmic Background Neutrino Decay Search - COBAND Experiment -”,
KASI Colloquium, Julu 19, 2017, KASI, Taejong, Korea.
38. S. H. Kim, “Cosmic Background Neutrino Decay Search - COBAND Experiment -
Continuous Spectral Measurement in Far-Infrared Region using STJ”,
Research Technique Seminar, November 21, 2017, FNAL, Illinoise, USA.
39. K. Takemasa, “R&D status of Hf-STJ”,
Seminar at KAIST, March 16, 2018, KAIST, Taejong, Korea.
40. S. H. Kim, “Cosmic Background Neutrino Decay Search - COBAND Experiment -
Continuous Spectral Measurement in Far-Infrared Region using STJ“,
KNRC seminar, March 19, 2018, Seoul National University, Seoul, Korea.
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(5) 国際会議・研究会でのポスター発表
1. K. Takemasa et al., “Development of Superconducting Tunnel Junction Detector
using Hafnium for COBAND experiment”,
Technology and Instrumentation in Particle Physics 2017 (TIPP 2017), May 22 –
26, 2017, Beijing, China. 　 (ポスター発表）
2. T. Iida et al., “Astro-particle physics with newly developed inorganic scintillator”,
8th International Conference on New Development In Photodetection (NDIP17),
July 3 – 7, 2017, Tours, France. 　 (ポスター発表）
3. T. Iida et al., “Multi-purpose detector using high light yield CaI2 crystal”,
XV International Conference on Topics in Astroparticle and Underground Physics
(TAUP2017), July 24 – 28, 2017, Sudbury, Canada. 　 (ポスター発表）
4. Y. Furuya, T. Iida et al., “Crystal growth and scintillation properties of Eu doped
Ca(BrxI1−x)2 solid solution”,
7th International Workshop on Photoluminescence in Rare Earths: Photonic Mate-
rials and Devices （PRE’ 17）, November 30 – December 2, 2017, Rome, Italy. 　
(ポスター発表）
5. C. Asano et al., “STJ detector developments for the Cosmic Background Neutrino
Decay experiment”,
TGSW-IWP2017, Interdisciplinary Workshop on Science and Patents, September 25
– 27, 2017, EPOCHAL Tsukuba, Tsukuba-shi, Japan. 　 (ポスター発表）
6. R. Wakasa et al., “R&D of cryogenic SOI amplifier for COBAND experiment”,
Unification and Development of the Neutrino Science Frontier, March 5 – 6, 2018,
Kyoto University, Kyoto, Japan. 　 (ポスター発表）
(6) 学位論文
博士論文
大学院 数理物質科学研究科 物理学専攻，2018年 2月
1. 萩原 睦人：Search for charged Higgs bosons decaying into top and bottom quarks in
pp collisions at 13 TeV with the ATLAS detector （重心系エネルギー 13TeVの陽子
陽子衝突におけるATLAS検出器を用いた tbに崩壊する荷電ヒッグス粒子の探索）
2. 本多 俊介：Search for the Higgs Boson Produced in Association with Top Quarks




大学院 数理物質科学研究科 物理学専攻，2018年 2月
1. 遠藤　 駿：テストビームによる高精細 SOIピクセル検出器の性能評価
2. 鈴木 淳貴：HL-LHC用ATLASシリコンピクセル検出器の微細化及びシリコン検出器
における IV長期安定性の研究
3. 若狭 玲那：COBAND実験に向けた STJ光応答信号増幅のための極低温電荷積分型前
置増幅器の研究開発
【構成員の異動】
2018年 4月：金信弘特命教授が着任．
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